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10
月
21
～
22
日
、
宝
塚
市
で
姉

妹
都
市
提
携
55
周
年
記
念
行
事
が

行
わ
れ
松
江
市
議
団
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

松
江
か
ら
市
長
は
じ
め
関
係
職

員
、
議
員
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、

文
化
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
な
ど
両
市
の
交
流
に
携
わ
っ
て

き
た
68
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

松
江
市
と
宝
塚
市
は
特
急
や
く

も
の
宝
塚
市
停
車
が
と
り
も
つ
縁

で
、
１
９
６
７
年
に
姉
妹
都
市
協

定
を
締
結
し
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で

交
流
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
に
あ
わ
せ
て
宝
塚
市

の
市
花
ダ
リ
ア
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
ダ
リ
ア
ア
ー
ト
を
こ
の
2
日

間
限
定
で
制
作
展
示
さ
れ
て
お

り
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宝

塚
市
も
牡
丹
栽

培
が
さ
か
ん
で
、

松
江
市
牡
丹
栽

培
と
宝
塚
市
の

牡
丹
庭
園
の
交

流
も
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
ま

た
合
わ
せ
て
松

江
市
文
化
協
会

作
品
展
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
宝
塚
少
年
少
女
合

唱
団
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
水
泳
飛
び

込
み
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
6
回
出

場
の
寺
内
健
さ
ん
の
講
演
、
両
市

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
制
作

し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

両
市
の
市
議
会
は
2
年
毎
に
交

流
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
は
休
止
し
て
お
り
、
現
市
議

団
は
初
参
加
。
宝
塚
市
の
共
産
党

議
員
団
と
交
流
し
ま
し
た
。

松
江
市
・
宝
塚
市

姉
妹
都
市
提
携
55
周
年

松江市議会11月定例会

日程のお知らせ

ダリアアートと観光大使サファイアさん

宝塚市の共産党市議団と松江市議団

10
月
25
日
、
日
本
共
産
党
島
根

県
の
議
員
団
は
、
仁
比
聡
平
参
院

議
員
、
大
平
よ
し
の
ぶ
衆
院
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候
補
と
共
に
政
府

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
分
野

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

要
請
で
は
、
異
常
気
象
、
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
機
に
、
穀
物
、
油
脂
・
肥
料
・

原
油
価
格
が
高
騰
し
、
こ
れ
に
異

常
な
円
安
が
加
わ
っ
て
、
日
本
の

農
業
・
食
料
は
危
機
的
状
況
に
直

面
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

国
連
が
、
「
第
二
次
大
戦
以
来

の
食
糧
危
機
」
と
警
告
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
「
今
こ
そ
海
外

依
存
か
ら
国
内
増
産
へ
と
農
政
の

大
転
換
を
図
る
時
で
す
。
価
格
保

障
・
所
得
補
償
を
抜
本
的
に
充
実

し
、
大
規
模
化
一
辺
倒
を
や
め
、

中
小
の
農
業
経
営
へ
の
支
援
策
を

強
化
し
、
食
料
自
給
率
を
抜
本
的

に
向
上
さ
せ
る
施
策
を
講
じ
る
こ

と
は
急
務
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

尾
村
利
成
県
議
は
島
根
の
現
状

に
つ
い
て
「
島
根
の
第
一
次
産
業

の
深
刻
な
課
題
は
、
労
働
力
の
減

少
と
高
齢
化
で
あ
り
、
島
根
県
内

の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
１
万
４
,

４
３
８
人
で
、
そ
の
５
年
前
か
ら

５
７
７
０
人
の
減
少
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
十
数

年
後
に
は
島
根
農
業
が
消
滅
し
か

ね
な
い
」
と
訴
え
、
島
根
の
農
業

を
守
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

要
請
項
目
は
以
下
の
通
り

１
、
食
料
自
給
率
向
上
を
放
棄
し

て
国
民
を
食
糧
危
機
に
追
い
込
む

の
で
は
な
く
、
食
料
増
産
と
自
給

率
向
上
で
国
民
の
食
を
守
る
こ
と
。

２
、
飼
料
、
肥
料
、
資
材
、
燃
油

な
ど
の
価
格
高
騰
が
食
料
供
給
に

重
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

価
格
高
騰
補
て
ん
の
直
接
支
援
を

拡
充
す
る
な
ど
緊
急
・
特
別
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
。

３
、
再
生
産
で
き
る
米
価
・
農
産

物
価
格
の
実
現
に
国
が
責
任
を
持

つ
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
価
格
保

障
、
所
得
補
償
を
抜
本
的
に
充
実

さ
せ
、
生
産
条
件
不
利
地
で
あ
る

中
山
間
地
域
で
も
持
続
的
な
農
業

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

４
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
交
付

金
及
び
多
面
的
機
能
直
接
支
払
い

交
付
金
の
要
件
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
予
算
の
大
幅
な
増
額
を
。

５
、
水
田
活
用
交
付
金
の
カ
ッ
ト

は
、
減
反
政
策
に
協
力
し
て
き
た

農
家
へ
の
重
大
な
裏
切
り
で
あ
り
、

大
規
模
経
営
や
集
落
営
農
を
破
た

ん
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
水
田
活

用
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
・

大
幅
カ
ッ
ト
を
や
め
、
維
持
・
拡

充
す
る
こ
と
。

６
、
政
府
の
責
任
で
食
料
支
援
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
。
具
体
的
に

は
、
「
余
剰
」
に
な
っ
て
い
る
コ

メ
や
牛
乳
・
乳
製
品
を
政
府
が
買

い
上
げ
食
料
支
援
に
ま
わ
す
こ
と
。

７
、
鳥
獣
被
害
は
農
業
者
の
生
産

意
欲
を
奪
い
、
集
落
の
衰
退
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。
鳥
獣
の
生
態

や
繁
殖
条
件
の
調
査
を
国
の
責
任

で
実
施
す
る
な
ど
有
害
野
生
生
物

対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

鳥
獣
被
害
対
策
交
付
金
を
大
幅
に

増
額
す
る
こ
と
。
の
７
項
目
で
す
。

尾
村
利
成
県
議
が
酪
農
の
廃
業

が
相
次
い
で
い
る
実
態
、
大
国
陽

介
県
議
は
米
価
が
上
が
っ
て
も
再

生
産
に
必
要
な
費
用
が
賄
え
て
い

な
い
な
ど
地
域
の
現
状
を
訴
え
ま

し
た
。
た
ち
ば
な
ふ
み
松
江
市
議

は
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
被
害

の
実
態
を
把
握
し
て
い
な
い
現
状

を
指
摘
し
調
査
を
求
め
ま
し
た
。

仁
比
参
院
議
員
は
中
山
間
地
域
直

接
支
払
い
交
付
金
の
要
件
緩
和
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

農
水
省
の
担
当
者
は
「
必
要
な

予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

農水省と交渉する仁比参院議員（中央）と島根の議員団

政
府
交
渉
の
ご
報
告
（前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

農

業

再

生

食
料
自
給
率
の
向
上
を


